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研究成果の概要（和文）：本研究では、言語的文化的に多様な学生を対象に、日本文化・日本社会をテーマに行われる
学部段階の教養科目を取り上げ、教員による協働学習の場の構築、参加者の認知的変容、関係構築のプロセスを明らか
にすることを目指した。日本語のみで行う授業、日本語・英語を併用する授業計4科目で学期中に複数回グループ活動
の談話を収集し、関連するデータとともに分析した。学生が授業のテーマ、他者、自分自身に対する多様な視点に気づ
いていく過程（認知的変容）を明らかにするとともに、言語的マイノリティとなって対等に参加できない葛藤を経験す
ることで多角的な視点を獲得できる可能性を指摘した。

研究成果の概要（英文）：This research project aimed at clarifying three processes taking place in liberal 
arts courses that dealt with topics related to Japanese culture and society, and that specifically 
targeted undergraduate students of multicultural and multilingual backgrounds: the process of building 
collaborative learning environments, the ensuing process of change of awareness among students, and the 
related process of relationship-building between students. We recorded and analyzed student group 
conversations throughout the semester, in four courses, which were held either in Japanese or in Japanese 
and in English. Our findings clarified the possibilities offered to students to acquire multiple 
perspectives, not only about each course’s content, but about themselves and others too. The project 
also identified conflicts arising from the existence (even situational) of linguistic minorities, and 
illustrated the multilateral awareness that stemmed from participation in such conflicts among students.

研究分野： 日本語教育学

キーワード： 協働学習　二言語併用　異文化間コミュニケーション　対話　座談

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)参加者の言語的文化的多様性を前提とし
た共同授業 
留学生と日本人大学生を意図的に混在さ

せ、言語的文化的背景の異なる両者が共に学
び合う場を提供する大学授業は、留学生受入
れ 30 万人計画のもと、留学生教育や日本語
教育の枠組みにおいて、増加するとともに多
様化してきている。日本語、英語のいずれか
を媒介語とする授業に加え、日英二言語を媒
介語とする試みも見られる。 
一方、グローバル化が急速に進む中、学生

のグローバル対応力や高等教育の国際競争
力を強化するための施策が推し進められて
いるのは周知のとおりである。グローバル人
材には「語学力・コミュニケーション能力、
主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・
柔軟性、責任感・使命感、異文化に対する理
解と日本人としてのアイデンティティー」
（グローバル人材育成推進会議 2012）や「我
が国の歴史や文化に関する知識や認識、多元
的な文化の受容性」（中央教育審議会 2012）
等が必要だとされており、高等教育ではこう
した目標を意図した実践が様々な形で行わ
れ、研究課題としても広く認識されるように
なってきている。 
こうした背景を考えると、本研究の主題で

ある留学生と日本人学生の共同授業、すなわ
ち言語的文化的背景の異なる学生が学び合
う授業は、大学教育において重要な役割を果
たしうるものと位置づけることができる。 

 
 (2)共同授業に関する研究 
共同授業に関しては、これまでにも教育的

意義、効果が指摘され、授業設計の検討が行
われてきたが、課題解決型のプロジェクトが
組み込まれた授業や異文化間コミュニケー
ションに焦点を当てた授業が対象となるこ
とが多いという状況が見られた。また、研究
方法として、参加者のコメントシートやジャ
ーナル、あるいは教員によるインタビュー、
アンケート、参与観察に基づく分析・考察が
主流であったと言える。 
グループワークにおける相互交渉を文字

化した談話資料に基づいて分析した研究と
しては、参加者間の非対称性や参加者の自己
変容に焦点を当てた研究があったものの、教
員による場の構築、参加者個人の認知、参加
者同士の関係性というように授業全体を総
合的に捉える試みや１学期間の縦断的デー
タを扱った研究、英語・日本語の二言語併用
授業を対象とする研究はほとんど見られな
かった。 
本研究の分担者は、一般教養レベルでの共

同授業を実践しつつ、参加者の多様性を協働
に結び付ける授業方法とその成果について
検討してきたが（吉野・西住・和田 2013）、
従来ブラック・ボックスだったグループ活動
の談話を分析し、他のデータと組み合わせて
分析することにより、学習過程の全体像をよ

り精緻に明らかにできるのではないかと考
えた。 

 
２．研究の目的 
本研究は、総合大学で一般教養科目として

開講される共同授業のうち、日本語で行う授
業、日英二言語併用による授業の２タイプを
取り上げ、協働学習として行われるグループ
ワークの文字化資料、コメントシートやレポ
ートなど学習者の産出する書記データ、教員
の授業記録、フォローアップインタビューな
どのデータを収集、分析し、参加者の認知的
変容および関係構築のプロセスを明らかに
することを目的とした。 
授業担当者の専門、授業の目的・内容はそ

れぞれ異なるが、いずれも協働学習としてグ
ループでの対話が授業に組み込まれており、
1 学期 15 週間にわたる授業の連続性の中で
参加者個人の認知や関係性がどう変化する
か、それが教員の授業の場づくり（仕掛け）
とどのように関わるかが分析できるのでは
ないかと考えた。 
また、二言語併用授業におけるコミュニケ

ーションの実態を縦断的に分析することに
より、参加者の言語使用がどのように変容す
るかを明らかにすることも目指した。 
参加者の言語的文化的背景の多様性を前

提とした共同授業が今後ますます増えてい
くと予想される中、専門の異なる授業担当者
が連携、協働しながら行う実践研究は、こう
した授業の改善、充実にとって有意義なもの
と考えた。 

 
３．研究の方法 
(1)研究の対象 
研究分担者 4 名が担当する以下の 4 つの一

般教養レベルの授業を研究対象とした（括弧
内は担当者の専門）。A は日本語のみ、B～D
は日英二言語を併用する授業である。 
A「時事から日本を考える」（民俗資料論） 
B「異文化交流演習」（語用論・日本語教育） 
C「現代日本の宗教と社会」（日本学） 
D「バイリンガリズムと言語学習」（教育学） 
これらの授業の共通点は以下のとおりで

ある。 
①「日本」を題材に授業が展開される。 
②協働学習の理念を生かすグループワーク
を取り入れている。 

③比較的少人数のクラスで 15 回にわたって
授業を行う。 

④日本語を母語とする学生と日本語以外を
母語とする学生が参加している。教室内の
言語は、授業によって「日本語のみ」また
は「日本語と英語」が用いられる。 

 
(2)データの収集 
分析の中心となるグループワークの談話

は、平成 26 年度は A～D の各授業で 2 回～6
回にわたって録音・録画を行い、分析に適し
た部分を選定して、のべ 12 組のデータを文



字化した。また平成 27 年度は授業 B で 5 回
にわたって録音・録画を行い、2 組のデータ
を文字化した。 
また、一部の授業では、参加者を対象とし

たフォローアップインタビューの実施、文字
化、グループワーク以外の講義部分の文字化
も行った。 
  
(3)データの分析 
本研究が対象とする授業はそれぞれ目的

が異なるため、授業担当者が何をどのように
学ぶことを目指して授業を計画し、グループ
ワークをどのような場として位置づけたか
に留意して分析を進める必要があった。そこ
で、各授業担当者自身がねらい（仕掛け）を
記述しながら、データを繰り返し見て分析を
行うこととした。 
また、15 回の授業の構成の仕方も授業ごと

に異なったため、授業によって、学期中盤の
1 回の授業に焦点を当てて詳細にデータを分
析する方法と縦断的に収集した複数回の談
話データを考察の対象とする方法のいずれ
かを採用した。 
 
４．研究成果 
本研究の主な成果は以下のようにまとめ

ることができる。 
(1)教員による場づくり（仕掛け）と認知的変
容 
①授業 A：「座談」という仕掛け 
新聞記事をもとに「討論」を行う授業はし

ばしば行われるが、授業 A では学生によって
立場や考えが違うことが想定される題材を
取り上げる場合、「討論」を行う前段階の協
働学習として「座談」という談話形式が有効
であることを検証した。テーマに関する知識
の整理を行う講義を受けた後、3～4 名のグル
ープで教員の提示したトピックについて話
し合うのが「座談」である。「座談」は、事
前に論点について準備をして臨むものでは
なく、話しながら考え、相手の話を聞きなが
ら気づきを深めることを目指す仕掛けであ
る。 
本授業の「座談」の談話データからは、学

生同士が問いかけと説明を繰り返す様子が
観察された。認識を共有しながら、相手の知
らないこと、自分の知らないことが意識化さ
れ、お互いに感情的になることなく、何が問
題かを認識するに至るプロセスが確認でき
た。 
②授業 B：「座談のコミュニケーションに関
する省察」という仕掛け 
授業 B は日本文化を題材に異文化比較を

行うことで自文化・他文化に対する気づきを
深める目的で行われ、授業形式として「座談」
を用いている。二言語併用授業のため参加者
の日本語力、英語力が多様で、「座談」への
参加には場に適したコミュニケーション力
が必要となる。そこで、担当教員は学期中盤
にそれまでの座談でのコミュニケーション

を個人およびグループで省察する授業を組
み入れている。 
「座談」の談話データ、フォローアップイ

ンタビュー、各授業後のコメントペーパーの
分析を通して、省察を行う授業が学生の言語
使用、相互交渉に対する気づきを促し、葛藤
を経ながら自分なりのコミュニケーショ
ン・ストラテジーを探っていく出発点となっ
ていることがわかった。 
③授業 C：「協働論証」という仕掛け 
 授業 C は、一般教養のレベルの宗教の授業
では、宗教に関する特定の価値観を教えるの
ではなく社会の様々な「場」において宗教が
どのように表現され使われているかを教え
るべきである、また、宗教について知識を与
えた上で現実世界には多様な視点が存在す
ることを教えるべきであるという立場から
授業を組み立て、「協働論証」を取り入れる
意義を検証した。ここでの「協働論証」は一
つのテーマに関して学習した後、賛成派と反
対派が行うであろう議論を考え、学生が二つ
の派に分かれてディスカッションを行うも
のである。 
「協働論証」において学生の意見が協働で

構築されるプロセスを分析した結果、宗教と
社会をめぐる問題の本質が理解されていた
ことが検証できた。また、宗教を巡る多様な
視点を知る意義は、自分の意見がどう位置づ
けるかを知ることに結び付く。一人の学生の
発話・レポートの分析から、「協働論証」の
経験を通じて自分の認識が他者にどのよう
に受け取られるか、相手の視点を理解しなけ
れば自分の意見が正しく理解されないとい
う、より普遍的な学びが起こる可能性が示唆
された。  
④授業 D：「言語的マイノリティ・マジョリ
ティという観点の交差」という仕掛け 
授業 D は、バイリンガリズムと言語学習に

関する言語学的・教育学的・政治的課題を理
解し、培った知識を、グループワークを通し
て応用することが目標であった。英語母語話
者 1 名と日本語母語話者 8 名という参加者の
構成に対応し、教員は授業における英語使用
を徐々に減らし、日本語の比重を徐々に増や
すという調整を行っていた。 
学期後半に行われたプレゼンテーション

とその準備としてのグループワークの談話
を比較した結果、グループワークにおいて論
点を創出した者（英語話者）とプレゼンテー
ションの場面での主たる発表者（日本語話者）
が異なることがわかり、プレゼンテーション
だけを評価の対象とすると、グループにおけ
る貢献を取り込めない可能性があることが
示唆された。フォローアップインタビューか
らは、日本語を十分に理解しない英語母語話
者（言語的マイノリティ）と日本語母語話者
（言語的マジョリティ）のグループワークに
おける葛藤や気づきが明らかになった。 
 
(2)二言語併用場面におけるコミュニケーシ



ョン 
日本語のみを用いた授業 A では、日本語非

母語話者が全員上級レベルの日本語能力を
有していたことから、日本語の意味の伝達に
問題が起こることはなかった。 
一方、日英二言語を併用した授業 B、C、

D では、日本語母語話者、英語母語話者、日
本語・英語以外を母語とする話者が混在し、
それぞれの英語能力、日本語能力も異なるこ
とから、教室における言語使用が学生、教員
の中で問題として意識されていた。授業 C で
は学生らによる「ゆっくり話す」「全員に話
す機会を与える」「できるだけ相手が話しや
すい言語を使う」「複雑な言葉は必ず訳す」
というルール作りが試みられ、授業 D では「X
語ができない」というラベル付けを避けなが
ら学生同士の言語的調整を促す教員の言葉
かけに工夫がなされていた。 
授業 B では、前述のように言語の問題を焦

点化する授業が試みられている。B に関して
は縦断的なケーススタディのほかにも、グル
ープ全員（4 名）の二言語の使用実態を調べ、
言語の切り替えがどのような機能を果たし
ているかを探る試み（吉野・西住, 2015）も
行った。 
二言語併用の授業では、参加者の言語能力

の組み合わせが多様であることから、ケース
スタディをさらに積み重ねて分析を進める
必要があるが、自己や他者の言語能力、場の
状況に合わせて言語を使い分ける能力とい
う観点から考察を進めることができるので
はないかと考えられる（Nishizumi, 2016）。 
 
(3)協働学習に関する考察 
本研究の結果から、合同で行う授業（共同

授業）における協働学習は、まず授業の内
容・目的に合わせて設計することが重要であ
ると指摘できる。 
また、協働学習を組み入れる際には、次の

ような視点からその位置づけを考える必要
がある。 
①学生間の対話のプロセスを重視する学

習形態を表すものとして捉える。 
②知識、言語、経験など参加者の多様性・

差異を肯定的に捉え、互恵性の観点から活用
することを目指す。 
③多様性・差異から学習過程において葛藤

が生じることも意味があると捉える。 
上記 2 点目の「互恵性」と 3 点目の「葛藤」

は、いずれも学習の動機づけや参加者の情意
面にも結び付く要素である。現実世界でも経
験する可能性のある「葛藤」をチャレンジと
捉える態度、「葛藤」を克服して対話を維持
し、対話の相手に積極的に働きかける姿勢は、
グローバル社会を生きる上で必要不可欠な
要素である。 
「データの分析」で述べたように、本研究

では授業の目的・内容に即した分析を優先さ
せたため、参加者間の関係性が学期を通して
どのように変化したかを具体的に記述する

ことはできなかったが、協働学習を通して参
加者間でどのような関係性を結ぶべきか、ま
たそのための課題や仕掛けはどうあるべき
かを考えることは今後の課題である。 
 
(4)得られた成果の位置づけとインパクトお
よび今後の展望 
本研究は、グループワークの談話を分析し、

フォローアップインタビューやコメントシ
ート、レポートなどと重ね合わせて分析する
ことによって、どのような認知的変容が起こ
っているのかを明らかにすることを目指し
た点、また、二言語併用授業におけるグルー
プワークを取り上げた点で協働学習の研究
に一定の貢献を果たすものと考える。 
これまで比較的多く行われてきた言語教

育、コミュニケーションを専門とする教員に
よる授業とは異なり、それぞれの授業の内
容・目的と関わらせた協働学習の意義を確認
できたと同時に、ファシリテーターとしての
教員の役割の重要性についても示唆を得た。 
今後は、本研究で得られた知見をもとに複

言語使用場面である二言語併用授業におい
て必要なコミュニケーション能力はどのよ
うなものか、またそのコミュニケーション能
力に配慮しながらどのように場づくりをす
ればよいかを明らかにすることが一つの大
きな課題になると思われる。 
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